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１．はじめに 

 埼玉県三郷市と千葉県流山市の間を流れる江戸川に，周辺の渋滞緩和を目的として「(仮称)三郷流山橋」が

新設される（図-1）．本橋梁は橋長 445m の 7 径間連続鋼箱桁橋で，P3,P4,P5,P6 の基礎が鋼管矢板基礎である

（図-2）．本稿では，このうち P4 橋脚基礎工事の施工事例を報告する． 

２．課題 

架橋位置は民家が近接する河川で，地層構成は細砂と砂質シルトの

互層の下に N 値が 50 を超える締まった細砂層が 10m 程度堆積し，深

度 40m 程度の位置を支持層としている（図-3）．基礎は長さ 43.5m，

φ1000mm の鋼管矢板 30 本からなる井筒基礎で，鋼管矢板は中掘り杭

工法（セメントミルク噴出攪伴方式）による施工が計画されていた． 

井筒基礎では継手を嵌合して閉合するため，通常の鋼管矢板や鋼管

杭よりも高い打設精度が必要となる．打設精度が一旦低下すると，継

手管の間でセリが発生し矢板の沈設や継手の嵌合が困難になるため，

硬質中間層打抜き時にも打設精度を維持することが求められた．また，

本工事は仮桟橋設置から下部工全体の築造までを１渇水期で行う計

画のため，基礎工事の工期の遵守が求められた． 

３．補助工法の選定 

従来の中掘り杭工法では，中間層の打抜き時に発生する継手管

のセリの解消が困難となり，鉛直精度確保と工期の遵守に影響を

及ぼすことが懸念されたため，補助工法を併用することとした．

具体的には，a)硬質中間層の置換工法，b)打込み併用工法，c)反

力杭・反力桁併用工法，d)バイブロ併用工法（以下，NB 工法）の

4 工法について，施工精度，施工時間，騒音・振動について比較

検討を行った（表-1）．まず，a)硬質中間層の置換工法は，先行削

孔をして中間層を置換する工程が，c)反力杭・反力桁併用工法は，

反力杭と反力桁をあらかじめ架設する工程がそれぞれ必要となり

施工時間がかかるため，工期の遵守が困難であると判断した． 
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図-2 P4 橋脚下部工平面図 

図-3 鋼管矢板の概要と地盤条件 

表-1 補助工法の比較検討 
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図-2 P4 橋脚基礎平面図 
 

図-1 橋梁一般図 
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次に，b) 打込み併用工法では打込み時に発生する騒音が大きいため

適用が難しいと判断した．d) NB 工法は，圧入機能のみの従来の中掘り

工法と異なり，鋼管頭部に装着するバイブロハンマが引抜き機能を有

するため，バイブロを起振したままでの引上げが可能となり，継手管

のセリを容易に解消することができる．このため硬質中間層の打抜き

時でも打設精度を維持することが可能である．鋼管頭部を確実に把持

するため，回転によるセリ発生もあらかじめ防ぐことができる．また，

a),c)のような追加工程が不要なので，工期にも影響を及ぼしにくい．

さらに，バイブロは必要な時だけ稼働させるため低騒音低振動の施工

が可能となる．よって本工事では NB 工法を採用することとした． 

NB 工法で使用する施工機械は従来の中掘り工法の機械と同様で 3 点式杭打機，オーガー駆動装置，スパイ

ラルオーガーから成るが，低振動バイブロハンマが追加される（図-4）． 

４．施工結果 

（１）施工精度 

下矢板・中矢板・上矢板それぞれの鋼管矢板建込み時にデジタル傾斜計で傾斜量を計測した．既製杭の傾斜

量の基準値は 1/100 だが，1/125 を管理値に設定することにより鉛直精度の確保に努めた．P4 橋脚の鋼管矢板

30 本の傾斜量分布を図-5 に示す．このうち最大値は 1/143 で，計測数のうち 7 割は管理値の半分である 1/250

以内に収まった．所要の鉛直精度を確保できたこと

で，無事に井筒を閉合することができた． 

（２）施工歩掛 

矢板の先端が硬質中間層と支持層に到達すると継

手管に発生するセリなどにより沈設が困難となった

ため，バイブロを併用した（図-6）．図-7 に P4 橋脚

の鋼管矢板 30 本のうち 5 本分の下矢板，中矢板，上

矢板それぞれの沈設速度を示す．沈設深度が深くな

るほど沈設速度は遅くなるものの，硬質中間層およ

び支持層への圧入においても，速度が著しく低下す

ることなく沈設を完了することができた．また，

No.23 鋼管矢板の施工サイクルを図-8 に示す．43.5m

の矢板の沈設に要した全施工時間は 183 分で，その

うち沈設時間は 44 分，バイブロ稼働時間は 16 分と

なった．P4 橋脚の鋼管矢板 30 本の打設に要した施

工日数は 43 日となった．従来の中掘り工法で補助工

法無しとした場合の 53 日よりも 20％程度短縮でき

たことで，基礎工事の工期を遵守することができた

（図－9）． 

５．まとめ 

 本稿では，硬質な中間層を有する地盤に NB 工法に

より鋼管矢板基礎を施工した事例を紹介した．今後

の工事の参考になれば幸いである． 
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図-4 施工機械と設備 
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図-5 建込時の傾斜量分布 

図-6 バイブロ併用状況 
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図-9 施工歩掛比較 

図-7 沈設速度 

【施工フロー】 所要時間 沈設速度

建込、セット 23分
↓

沈設(バイブロ無） 13分 67m/h
↓
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↓
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↓
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↓

沈設(バイブロ併用） 6分 40m/h
↓
建込 12分
↓
溶接 32分
↓

沈設(バイブロ無） 6分 100m/h
↓

沈設(バイブロ併用） 10分 27m/h
↓

スクリュー引抜 20分

183分

根固め注入 29分
↓

スクリュー引抜 8分

220分合計施工時間
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図-8 施工サイクル 
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